「環境経済学」　H.ジーベルト著　についての質問。

第12章

①P．215　式（12.3）内の
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文章によると、
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は削減した排出量とあり、
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は拡散関数Tによって国2から国１へ汚染物質が移動した分とあります。しかし
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の関数であるとすると、削減されたものが越境することになり、直感的に理解しかねると感じました。そこで私たちは、Tは
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ではなく、
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の関数になるのではないかと思いました（
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谷口君：次のように解釈してください。上流国の排出量は、
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-
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です。さらに、ここから、下流国へ移動した汚染物質
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を引いたものが、上流国へダメージを与えることになります。移動する汚染物質は、削減量が多いほど小さいものとなります。だから、T(0)>T0,T’<0と考えると良いと思います。このことは、216ページの8－9行目に書いてありますのでもう一度勉強してください。
②p．215　式（12.5）について
記述
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私たちの解釈
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同ページ式（12.6）にある（12.5）を
[image: image14.wmf]1
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で偏微分した式、およびp．219の式（12.7）から、（12.5）を上のように解釈しました。
③P．219式（12.7）

記述　　　　　
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私たちの解釈　　
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国２の方では、汚染が移動により減る、と考えられるため、被害関数の中のTの符号はマイナスになると考えました。また、p．215式（12.3）を元にこの式が導き出されていることを考えても、こうなるのではないか、と思います。

以上の３点です。理解不足によるものもあるかと思いますが、研究にぜひ役立てたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
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